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成 果 の 概 要 

12月 20日に「長新太『キャベツくん』論―〈たべること〉に着目して―」

という題目で発表を行った。絵本作家・長新太の代表作である『キャベツくん』・

「キャベツくん」シリーズの読解を通し、従来議題とされてきた長新太絵本の

「ナンセンス」性の捉え直しを試みた。代表作である『キャベツくん』・「キャ

ベツくん」シリーズの考察を通して明らかになったのは、単なる摂食行為に留

まらない「食べる」展開である。独特の「食べる」展開は『キャベツくん』の

みならず長新太絵本で初期から晩期に至るまで確認でき、さらにはエッセイで

も散見される。そのため「食べる」展開が長新太絵本の「ナンセンス」性に関

わる重要な要素になっているのではないかと主張した。 

 課題として挙げられるのは、他の絵本と長新太絵本の「食べる」展開の違い

を明確にすることである。「食べる」ことや「食べもの」は長新太絵本に限ら

ず、子どもの本においてこれまでもよく描かれてきた。「食べる」展開自体は珍

しいものではないため、絵本史における「食べる」絵本を整理した上で、長新

太絵本の「食べる」展開がいかに独自性を有するかを論証する必要がある。ま

た、これまでの先行研究では、長新太絵本の「ナンセンス」性は美術の見地か

らシュルレアリスムの文脈で解釈されてきた。従来重視されてきた観点に対し

て「食べる」展開がいかに関わっていくのか、『キャベツくん』作品研究だけで

なく長新太論までを把握し、自身の研究の位置づけを示すことが求められる。 

質疑応答の時間では、文学・心理学・美術と幅広い分野から質問をいただい

た。『キャベツくん』という作品、ひいては絵本というメディアそのものが一様

の観点からだけでは評価し切れない総合芸術であることを実感する機会とな

った。 

 


